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【目的】
一
般 に生物学的 1丿ン処理は、 嫌気

一
好気処理を組み合わせた活陛汚泥処理｝劫 紘 く用いられている。

しかし、高リン除去能を示すポリリン酸蓄積微生物群を優先的に増殖さぜる事が十分で きず、処理困難にな

ることが多し  そのため 、 安定した新規の生物学的リン処理法の開発が望まれている 。 そこで、我々iEk菌
体外にFM を著蟹 こ蓄積する海洋性光合成細菌 月纐 財 η sp ．を用U　L リン除去をポリリン驪 積だけ

ではなく、 RNA の リン酸工ステルとして蓄償することにより、 新規のリン高効率除去システムの開発を目

指して いる、

【方法及び結果】海洋性光合成細菌 Rhacloレ
’
ulum 　sp ．PS88 株 1）を実験に供した。回分培養は 200 　ml

容三角フラ ス コ を用い 、 培地容量 100m λ 好気一 暗 （20 ℃）の条件下で行 っ た。使用培地はグル コ ー

ス をを単
一炭素源 とした最小培地を使用した 。 その 結果 、 10 日間で乾燥菌体重量の 約 15 ％がPi（無

機リン酸イオン）として蓄積して いる事力胡 らかとなり、新規の 1丿ン除去システ ムに応用 しうる可能性

が見出された。現在 、 連続培養にる連続 リン除去の可能性を検討して いる。
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【目的】環境 中に リンが過剰に流入する と 「赤潮」 等 の環境問題 を引き起 こす。また リ

ン は将来枯渇する こ とが懸念されて い る資源で もある。我 々 はす で に大腸菌に天然の リ

ン鉱石を凌 ぐ量の リン酸 （最高で 菌体の 50 ％）の 蓄積が可能で ある 事を示 した a しか

し、大腸菌を含め 実際の リン除去で活 躍する細菌 は従属栄 養細菌で あ るた め、そ の リン

除去能力は排水中の 有機物の 量 に依存す る 。 そ こ で 、本研究で は光エ ネル ギー
で 生育可

能な シ ア ノバ クテ リアに ポ リリン酸 を多量に 蓄積させ 、環境中の リ ンの 回収 と再資源 を

行 うシス テム を開発する こ と を 目的とす る 。

【方法及び結果】Synecho（IYstis　sp ．　PCC 　6803 株 を使用 し、ポ リ リン 酸を高蓄積 させ る 為

の 改良を試みた 。 方法 と して 、 細胞 内に 取 り込 まれ る リン酸量を負 に調節す るpho 　u 遺

伝子 を PCR で 増幅 し、ク ロ ー
ニ ン グ した 。 そ の後 、 カナ マ イ シ ン耐性遺伝子 をpho 　U 遺

伝子の 中に挿入 した プ ラス ミ ドを作成 した 。 最終的に PCC 　6803 株 の 染色 体 と相 同組み

換え を起 こす事で 遺伝子 破壊 を行 い 、 リン酸 が常 に取 り込 まれ 、ポ リ リン 酸が蓄積す る

よ うな株 を 作成 した 。 そ の 結 果 、 こ の 改 良 した シ ア ノバ クテ リア は リン除去速度が野 生

株の 約4倍に も達 し、多量の ポ リリン酸 を蓄積 して い るこ とが 分 か っ た。
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